
被　　 服

D 117 フッ ソ系 界面 活性 剤水溶液 のパル ス'H 核 磁気 共鳴緩 和

実践女 大家政　　 飯島 俊郎

〔(社) 日本家政学会

目 的　 フ ッソ系 界面活性剤 の水溶 液中の 溶存状 態の知 見を得 ることを 目的 と する。一

方 法　C 。F,,CO0Na 水 溶 液中 の水分 子の運 動性を プ・ ト ン核 磁気 共鳴緩 和のT  ,（ ス ピ ンー格
一
子 緩和時 間 ）及びT   a（ ス ピ ン ースピ ン緩 和時間 ）の測定 値に より 推論し 、C8F,7C00I(a の 水

和 状態を 議論し た。T  ,は　180°－7| － 90°パ ル ス系 列により　i nvers ion recovery の 測 定 か

ら 得ら れた。T     2　はC  P  M  G パ ル ス 系列 のエ コ ーを 観察し て得 られ た。 装 置はBruker 社

の　Mini  spec PC200 を 用 い た。

結果 と考 察　 図１ および２ の縦軸 に付け た矢印 は純 水のその 温度にお ける 緩和時 間であ る。

純 水に 界面活性 剤を 加えて ゆく

と、 緩 和時間は一 旦増加し、e  . m . c .

付 近 か ら急減す る。こ の挙動は、①ペ

ルフロ ロ アルキ ル基近傍の 疎水性 水

和、 ②カ ルボキ シレ ート アニ オ ン近
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傍 のイ オン 一双 極子水和、 ③対イ オ１

ン とし て のナト リ ウムイオ ン近傍 のｊ

イオン 一双極子 水和、 及び ④高濃 度I

域 で 形成 されるミ セルの水 和によ っﾄご

て解 釈で きる。
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プロ テ アーゼによる タンパ ク質 分解における酸化 剤の相乗 効果

昭和女大家 政　 ○小 ノ渾治子　 下 村久美子

東京工大工 学　　 小見 山二郎

＜目的＞ 前報 で酸化剤 が洗剤 用アルカリプロ テアー ゼによるカゼ イン分解に高い 相乗効果

をもつことを 報告し た 。本報 では、 他の３ 種のタン パク質について 、こ の相乗 効果 の有無

を調べ 、その 機構を明ら かに すること を目的として 、酸 化剤／酵 素系 でのタンパ ク質分解

の過程をＧＰＣ により追 跡し た結果 を報告する 。

＜方法＞酵素 とし てN agarse （ ナガ セ生 化学 ）（ 純品 ）を、酸化 剤とし て過炭酸 ナト リウ

ム、過ホウ酸 ナト リウム を用 いた。 基質 は牛血清アルブ ミン（B   S  A  ）(  和光 ）、卵白ア

ルブ ミン（ ｏ ｖＡ ）（ ｓ igma ）、ゼ ラチ ン（ ニッピ ゼラチン ）の３ 種を用いた 。iQ ℃、PH

10. 5での酸化 剤／基質 の予熱 時間 、酵素濃度と反応時 間を変えた それぞれの タンパク質の

分解状態 を高 速液体 クロマト グラフ ィ（ 日立Ｇ Ｌ － H540カ ラム ）追 跡し 、分解物 の分子量

変化 から各条 件下での個 々の タンパ ク質に 固有な分 解挙動を明らかにし た。

＜ 結果＞３種 の基質のN agarse によ る分解速度はゼ ラチン 〉B   S A 》ＯｖＡの 順となり、

Ｏｖ Ａの 分解 速度は大変遅い 。一方 、酸化 剤のN aga  rseによる基質 分解におよぽす 相乗効

果はｏｖ Ａが 最も高くカゼイ ンと同様約　160％に達した 。し かし 、ゼラチンでは約　110％

であ り、ＢＳＡ では 相乗効果 が生じ なかった 。酸化剤の みの存在下で の３種のタン パク質

の分子量変化に は特徴がある 。Ｏｖ Ａは少 量の高分子量 物が生じ る。また、ＯｖＡ とゼラ

チン では主成 分の分子量は小 さく な るが 、Ｂｓ Ａでは両方 の効果が生じ なかった 。前２ 者

では 酸化剤によ り一 部システ インの再配列架 橋が起 ると共 に分子の 切断 が起こる 。酸化 剤

の相乗 効果はこ れら の変化が酵 素による 分解速度を速め るた めと推定し た。
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